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ɹୈ̎次৹ࠪʹΉ͚ͯୈ�次৹ࠪ௨աऀΛର৅ͱͨ͠αϙʔτϓϩάϥϜʮϓ
Ϩθϯಓ৔ʢϓϨθϯςʔγϣϯεΩϧ�ϒϥογϡΞοϓ࠲ߨʣʯΛ݄̐̕
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ɻͨ͠·͠࠵Λ݄̕��೔ʢਫʣʹ։࠲
ɹ��݄��೔ʢ౔ʣʹϑΝΠφϦετ໊̔ʹΑΔϓϨθϯςʔγϣϯ৹ࠪٴͼ
ӡӦ͸ֶੜӡӦҕһ͕୲౰͠·ͨ͠ɻ͠ࢪ৆ड৆ऀ໊̎ͷൃදΛ࣮ۀا
ɹ৹ࠪ݁Ռͱ͠·ͯ͠ɺֶ௕৆ɺ෭ֶ௕৆ɺ౦େࡕ঎޻ձٞॴձ಄৆ɺಛఆ
ඇӦར׆ಈ๏ਓ౦େࡕ஍Ҭੑ׆Խࢧԉߏػཧࣄ௕৆໊֤̍ɺ৹ࠪһಛผ৆̐
໊͕ܾఆ͠·ͨ͠ɻ
ɹ্Ґ໊̐ʹ෭৆ͱͯ͠ଃΒΕΔւ֎Ϗδωεݚमʹ͍ͭͯ͸ɺࠓ೥౓͸Ϛ
ϨʔγΞɹΫΞϥϧϯϓʔϧͰͷւ֎ϏδωεݚमΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓ΋ֶੜ͕͋ΒΏΔ৔໘Ͱ͍Ζ͍ΖͳݧܦɾମݧͰ͖ΔϓϩάϥϜΛߏ
ங͠ɺͦͷ͜ͱʹΑΓۀىՈਫ਼ਆ͋;ΕΔਓࡐͷҭ੒ʹͭͳ͍͛ͨͱͯ͑ߟ
͍·͢ɻ

ʲ学生運営委員の紹介ʳ
ɹຊίϯςετʹؔΘֶͬͨੜ͕த৺ͱͳΓɺӡӦʹࢀՃ͠·ͨ͠ɻड৆ ɾऀ
৹ࠪһͷ༠ಋɺ࢘ձɺεςʔδϚωδϝϯτɺ৆ঢ়त༩ͷαϙʔτͳͲΛ୲
౰͠ຊ൪Ͱ͸͍ࢥ΋ΑΒͳ͍ΠϨΪϡϥʔͳग़དྷࣄʹ΋མͪணֶ͍ͯੜͨͪ
ͰରԠ͠·ͨ͠ɻ

̍೥ੜɹ໊̑ɹଠాΈ͑͞ʲֶࡁܦ෦ֶࡁܦՊʳ
ɹɹɹɹɹɹɹ઒୺ɹ࠼೔ʲֶࡁܦ෦ֶࡁܦՊʳ
ɹɹɹɹɹɹɹ෰෦ᣈᣦಸʲֶࡁܦ෦ֶࡁܦՊʳ
ɹɹɹɹɹɹɹೋ൓ా݁ҥʲֶࡁܦ෦ֶࡁܦՊʳ
ɹɹɹɹɹɹɹ౻ాɹઇ՚ʲ૯߹ܦӦֶ෦঎ֶՊʳ
̎೥ੜɹ໊̎ɹീ໦ɹ݁Ѫʲ૯߹ܦӦֶ෦঎ֶՊʳ
ɹɹɹɹɹɹɹদඌɹ௚थʲ૯߹ܦӦֶ෦ެֶڞՊʳ
̏೥ੜɹ໊̎ɹ৽໔ɹྯಸʲ૯߹ܦӦֶ෦ܦӦֶՊʳ
ɹɹɹɹɹɹɹ௕ޫɹɹ๖ʲ૯߹ܦӦֶ෦঎ֶՊʳ
̐೥ੜɹ໊̍ɹѨ෦ɹ๖բʲ૯߹ܦӦֶ෦ܦӦֶՊ ɹrɹ߹ܭɹ��໊

第23回 大商大ビジネス・アイディアコンテスト
受賞アイディア紹介

ˑֶ௕৆ˑ

‒૯合経営学෦商学科２年　高Ԭ　޲Ѯ͞Μ‒

ʲΧϞϑϥージϡચ୕ネットʳ
ʬ企業෦໳ʭ

ɹʮΧϞϑϥʔδϡચ୕ωοτʯͱ͸ɺஉੑ෺ͷ෰ͷܗ
Λͨ͠ચ୕ωοτͰ͢ɻ
ɹ͜ͷ੡඼͸ʮঁੑ͕ɺ҆৺ɾ҆શʹϕϥϯμʹચ୕
෺Λ͍ͨ͠ׯʯͱ͍͏χʔζʹԠ͑ͨ঎඼Ͱ͢ɻ
ɹચ୕෺Λࡍ͢ׯʹɺΧϞϑϥʔδϡ͍ͨ͠෰ͷ্ʹ
͔Ϳͤͯ࢖༻͠·͢ɻͦ͏͢Δ͜ͱͰҰݟɺஉੑ෺ͷ
෰Λ͍ͯ͠ׯΔΑ͏ʹ͑ݟɺચ୕෺ͰঁੑͷҰਓ฻Β
ͩ͠ͱ෼͔Γʹ͘͘ͳΓ·͢ɻχʔζʹԠ͑ΔͨΊɺચ୕෺ΛΧϞϑϥʔδϡ
͠ͳ͕Βɺ඼࣭Λ୲อͯ͠ɺ҆શʹ֎ʹ͜͢ׯͱΛ࣮ͤ͞ݱΔʯ঎඼Λ͑ߟ
·ͨ͠ɻ
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ˑ෭ֶ௕৆ˑ

‒૯合経営学෦商学科４年　৿本　౎生͞Μ‒

ʲ;Ήやつʳ
ʬ自༝෦໳ʭ

ɹʮ;Ή΍ͭʯ͸଍ͷߕʹ૷ண͠ɺ଍ཪͰνϟʔϜ෦෼
Λ౿Ή͜ͱͰखܰʹ଍ཪΛ΄͙ͤΔΞΠςϜͰ͢ɻ࢖
༻͠ͳ͍࣌͸૷০඼ͱͯ͠਎ʹ͚ͭΒΕɺ࣋ͪӡͼ΋
؆୯Ͱ͢ɻ૷ணͨ͠··͕ۺཤ͚ΔͨΊɺ͍ͭͰ΋Ͳ
͜Ͱ΋Ϛοαʔδ͕ग़དྷ·͢ɻΧϓηϧτΠͰͷൢച
ͱখചൢചͷ̎ஈ֊Ͱൢച͠ɺҟͳΔ٬૚΁ͷϚʔέ
ςΟϯάΛ͍ߦ·͢ɻ

ˑ౦େࡕ঎޻ձٞॴçձ಄৆ˑ

‒૯合経営学෦経営学科３年　ࢢ໦　߁ଠ͞Μ‒

ɹ˞དྷ৔ऀͷ౤ථʹΑܾͬͯ·ΔʮΦʔσΟΤϯε৆ʯ΋ड৆ɻ

ʲ5IʢλイʣࣈΧϛソリʳ
ʬ自༝෦໳ʭ

ɹ5*ࣈΧϛιϦ͸ɺΧϛιϦͷ৽ܕϞσϧͰ͢ɻϖϯ
ͷΑ͏ʹɺ5ࣈΧϛιϦΛΩϟοϓʹɺ*ࣈΧϛιϦΛ
ຊମʹ͢Δ͜ͱͰɺΩϟοϓΛ͚ͭΕ͹5ࣈɺ֎ͤ͹*
ίϯύΫτࡍ੾Γସ͑ΒΕΔΑ͏ʹ͠ɺย෇͚ͷʹࣈ
ʹऩ·ΔΑ͏ʹઃ͠ܭ·ͨ͠ɻ·ͨɺഎ໘ʹ͸ϖϯͱ
ಉ͡Α͏ʹΫϦοϓ͕෇͍͓ͯΓɺཱྀઌͳͲͰבͷத
͔Β୳͢खؒ΋ղফ͍ͯ͠·͢ɻλʔήοτ͸ඒ༰ҙ
ࣝͷ͋Δஉੑʢ�� ʙ ��୅ʣͱɺਓͱؔΘΔ৬ۀͷํʑͰ͢ɻ

ˑ/10๏ਓ౦େࡕ஍Ҭੑ׆Խࢧԉߏػçཧࣄ௕৆ˑ

‒૯合経営学෦経営学科３年　૿໺　ソϑィアඒӋ͞Μ‒

ʲのΓがいらない！シールでషるͩけシートʳ
ʬ自༝෦໳ʭ

ɹ͜ͷΞΠσΟΞ͸ɺϦϯάϊʔτʹϓϦϯτΛషΔ
ΔʮͷΓ͕͍Βͳ͍ʂγʔϧͰషΔ͚ͩγʔ͑࢖ʹࡍ
τʯͰ͢ɻ͜ͷΞΠσΟΞ͸খ͍࢛֯͞ܗͷϑΟϧϜ
ঢ়ͷγʔτʹϦϯάʹ௨ͨ͢Ίͷ੾ΕࠐΈͷೖͬͨ݀ɺ
ϓϦϯτΛషΓ෇͚ΔͨΊͷγʔϧ෦෼͕෇͍͍ͯΔ
͜ͱ͕ಛ௃Ͱ͢ɻണ͕Εʹ͘͞ɺऔΓ෇͚΍͢͞ͳͲ
ΈΛ͓࣋ͬͯڧଘͷ঎඼΍εςΟοΫͷΓʹ͸ͳ͍ط
Γɺֶੜͷϊʔτఏग़ͷຯํʹͳΔΞΠσΟΞͰ͢ɻ

ˑ༏ल৆ˑʢ໊̐ʣ

‒૯合経営学෦商学科３年　੢ଜ　໌日߳͞Μ‒

ʲくるっとҹؑέースʳ
ʬ自༝෦໳ʭ

ɹશମ͕ΰϜͰͰ͖ͨҹؑέʔεͰɺέʔεΛ౵ঢ়ʹ
ؙΊΔ͜ͱͰҹؑΛऩೲ͢Δ͜ͱ͕ग़དྷΔ੡඼Ͱ͢ɻ
ͱͰҹؑ΁͜͏࢖Λࡐଘͷ੡඼ͱҧ͍ɺॊΒ͔͍ૉط
ͷইΛ๷͗ͭͭೀҹϚοτͱͯ͠ͷػೳΛՃ͑Δ͕ࣄ
ग़དྷ͍ͯ·͢ɻλʔήοτ͸࢖༻ස౓͕ͦΕ΄Ͳ͘ߴ
ͳ͍΋ͷͷɺٸʹҹ͕ؑඞཁʹͳΔਓͰɺຖ೔࣋ͪา
͍ͯ΋ෛ୲ʹͳΒͳ͍Α͏ͳίϯύΫτ͞Λ௥͠ٻ·
ͨ͠ɻ
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‒૯合経営学෦経営学科３年　෱本　୓実͞Μ‒

ʲツインζ・スプϨーʳ
ʬ自༝෦໳ʭ

ɹ̎ͭͷεϓϨʔϘτϧͷఈ෦ಉ࢜Λ͚ͬͭͨ͘΋ͷ
ͰதʹԽহਫͳͲΛೖΕͯ࢖༻͢Δɻ݁߹ʹ͸࣓ੴΛ
ɺ࣓ੴͳͷͰ߹ମͱ෼཭͕؆୯ʹͰ͖Δɻ·ͨɺ͍࢖
εϓϨʔϘτϧ͚ͩͰͳ͘ɺೕӷΛೖΕΒΕΔϘτϧ
΍ඒ༰ΫϦʔϜΛೖΕΔέʔε΋Ξλονϝϯτͱ͠
ͯଘ͠ࡏɺ߹ମɾ෼཭ػೳΛͯͬ࢖χʔζʹ߹Θͤͨ
ΧελϚΠζ͕Ͱ͖Δɻચ໘ॴ΍υϨοαʔΛ઎ྖ͢
Δඒ༰඼ͷϘτϧͷ਺ΛݮΒ͢ɺ·ͨ͸ཱྀߦઌͰεΩϯέΞ༻඼ͷऔΓճ͠
΍͘͢ɺՙ෺ΛݮΒ͢目తͰߟҊ͠·ͨ͠ɻ

‒૯合経営学෦商学科２年　౬ᖒ　ᖕ͞Μ‒

ʲベルトキープクリップʳ
ʬ自༝෦໳ʭ

ɹΞΠσΟΞ໊͸ʮϕϧτΩʔϓΫϦοϓʯͰ͢ɻ
ɹϕϧτΛకΊͨ࣌ͷ༨ͬͯ͠·͏෦෼ΛཹΊΔ͜ͱ
͕ग़དྷΔΫϦοϓͰ͢ɻ͓͠ΌΕΛָ͠Έͳ͕Βɺϕ
ϧτΛεοΩϦͱͤݟΔ͜ͱ͕ग़དྷΔΞΠςϜʹͳΓ
·͢ɻγϯϓϧͳ΋ͷ΍ɺ૷০͕͞ࢪΕͨ΋ͷ͕͋Γɺ
ϫϯϙΠϯτΞΫηϯτʹ΋ͳΔΞΫηαϦʔͰ͢ɻ
ϔΞΫϦοϓͱͨࣅ଄ܗͰɺཪʹγϦίϯ͕෇͍͍ͯ
ΔͨΊɺϕϧτΛ௧ΊΔ͜ͱͳ͘࢖༻͢Δ͜ͱ͕ग़དྷ·͢ɻ

‒૯合経営学෦商学科１年　౉ᬑ　ཨԦ͞Μ‒

「̡あΓえ΁Μ！」௒チーζห౰ʳ
ʬ企業෦໳ʭ

ɹͨ͑ߟ͕ࢲʮ௒νʔζห౰ʯ͸νʔζห౰ͱ͍͏঎
඼͕Ͳ͜ͷεʔύʔʹ΋ച͍ͬͯͳ͍ͱ͍͏ҙ֎ੑΛ
෢ثʹνʔζʹνʔζΛ্৐ͤ͢Δͱ͍͏δϟϯΩʔ
ͳൃ૝Λ݉Ͷඋ͑ͨห౰ͷ঎඼ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻࣗࢲ
਎͕νʔζ͕͖޷Ͱ͋Δ͜ͱ͔Βੜ·Εͨൃ૝Ͱ͋Γɺ
ςʔϚ͸ʮ͝๙ඒʯͰ͋Γɺ͓ͤ޾ʹ٬༷Λఏͨ͠ڙ
͍ͱ͍͏͍ࢥͰൃҊ͍͖ͤͯͨͩ͞·ͨ͠ɻ

ˑۀا৆ˑʢ໊̎ʣ

‒૯合経営学෦経営学科２年　ฏԬ　ཾ໵͞Μ‒

ʲトリプルΨーυʳ
ʬ企業෦໳ʭ

ɹͨ͑ߟ͕ࢲʮτϦϓϧΨʔυʯ͸طଘͷ૭ΨϥεϑΟ
ϧϜΛਐԽͤͨ͞ΞΠσΟΞͰɺτϦϓϧΨʔυͷػ
ೳ͸Ψϥεඈࢄ๷ػࢭೳɺϓϥΠόγʔอޢʢ๷൜ػ
ೳʣɺଠཅޫͷः೤ɾःޫػೳͷ͚̏ͭͩͰ͸ແ͘ɺਫ
ͰషΓ෇͚ΔλΠϓʹͨ͠ΓɺτΠϨοτϖʔύʔͷ
Α͏ʹద੾ͳ௕͞ʹΧοτग़དྷΔͳͲͷศརͳػೳ͕
͋Δͷ΋ɺେ͖ͳಛ௃ͷ̍ͭͰ͋ΔɻͦͷͨΊɺτϦ
ϓϧΨʔυ͸୭Ͱ΋؆୯ʹѻ͏͕ࣄग़དྷΔɻλʔήοτ૚͸෯͘޿ɺ஍਒΍
୆෩ͳͲͷ֐ࡂʹΑΔඃ͕֐ଟ͍஍Ҭ΍ɺೆւτϥϑڊେ஍਒ͷඃ͕֐૝ఆ
͞ΕΔ஍Ҭ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺখ͞ͳ͓͞ࢠΜΛ࣋ͭՈఉɺऀྸߴ΍େֶੜͳͲ
ͷ̍ਓ฻Β͠ͳͲΛ૝ఆ͍ͯ͠Δɻ
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‒૯合経営学෦経ࡁ学科２年　阪本　༏人͞Μ‒

ʲなΜでも書けるϗワイトλンスʳ
ʬ企業෦໳ʭ

ɹࠓճͷΞΠσΞ͸਎ۙʹ͋ΔʮλϯεʯʹϗϫΠτ
Ϙʔυͷʮॻ͖ࠐΉʯͱ͍͏Ձ஋Λ෇Ճ͠ɺ෺Λऩೲ
͠ͳ͕Βॻ͖ࠐΈ΍ࣔܝ൘తͳ໾ׂΛ୲͏͜ͱ͕ग़དྷ
Δɻͭ·ΓɺՈ଒ؒͰͷ৘ใڞ༗ͷ৔ॴͱͯ͜͠͏࢖
ͱ͕Ͱ͖Δͱͱ΋ʹऩೲͱه࿥ͷཱ྆ΛਤΔ͜ͱ͕Ͱ
͖Δɻ·ͨոզͷະવ๷ࢭͱͯ͠ॻ͖ࠐΈ࣌ʹൃੜ͢
ΔͪΓΛड͚ࢭΊΔʮ-࣌ܕϘʔυελϯυʯͷ࣭ࡐ෦
෼ΛΰϜ੡ʹ͢ΔࣄͰ҆શੑʹ௕͚͍ͯΔ΋ͷʹ্͛࢓·ͨ͠ɻ

事業スケジュール

6月2日(月)～ manabaでの応募受付開始！

6月20日(金) 応募締切 7４4件の応募がありました！

応募締切後～
7月7日(月) ファースト・ステージ（応募書類に基づく書類審査）

7月１１日(金) ファースト・ステージ通過者発表 8３件が通過しました！

9月４日(木)

9月５日(金)

ブラッシュアップ講座（プレゼン道場）

ファースト・ステージ通過者を対象にセミファイナル・ステージへ挑戦するための

プレゼンテーションスキルアップ講座を開催しました。

■講師： 勝谷 信一郎 氏 （エクスキャリア株式会社）

①プレゼンテーションとは何かを知る
②プレゼンテーション技術を身につける
③プレゼンテーション体験

・3分間のプレゼンテーションとフィードバック

9月1１日(木)

セミファイナル・ステージ（3分間の口頭発表審査）

ファイナリスト（ファイナル・ステージ進出者） 8名と企業賞 2名が決定！

9月2４日(水)

ブラッシュアップ講座（プレゼン資料作成講座）

ファイナリストと企業賞受賞者を対象にPowerPointでプレゼン資料を作成
する講座を開催しました。

■講師： 勝谷 信一郎 氏 （エクスキャリア株式会社）

10月2５日(土)
ファイナル・ステージ＆表彰式

７分間のプレゼンテーションを実施。
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学௕৆
˔ྲྀ௨学Պ１೥　　໦ଜେ樹　　「イϠϗϯのコードが͔ら·ない঎඼」
主にウォークマンに使われるイヤホンの長いコードを絡むことなく収納し、手軽に携帯、取り山せること
ができる。絡むことをなくすことで、コードの切断等の故障も防ぐことができるɻ

෭学௕৆ ˔ྲྀ௨学Պ̎೥　　Լલਖ਼樹　　「݈߁ଌ定機能෇きܞଳి࿩」

Τクステϯシϣϯ
ηϯター௕৆

「഑৴システムނࣄंి」　　営学Պ̎೥　　஛ాӳ೭ܦ˔
営学Պ̏೥　　஛ాӳ࢘　　「Ӻલコϛϡχέーシϣϯシϣッϓ」ܦ˔

৹査һಛผ৆

େ঎େ『৽ɾ学生Ϩストϥϯ』」　　ࢠ営学Պ１೥　　Ӭ໺থܦ˔
「しαーϏスࢼスϙーπ用඼の͓」　　૔ਖ਼ູࢁ　　営学Պ１೥ܦ˔
˔ྲྀ௨学Պ̎೥　　໦໺কت　　「ࣈ׽੥ෛαーϏスʙҰ৺԰」
˔ྲྀ௨学Պ̐೥　　ڮຊ׮೭　　「ϑΝッシϣϯクリΤイト」

学௕৆

営学Պ̐೥　　஛ాӳ࢘　　「コϛϡχテΟɾϏδωス࿨ཤ࣌୅԰」ܦ˔
実家が祖父の代から始まる「和装履き」の生産者であることから、この地域の衰退を少しでも改善しよう
と考えた。和履教室を聞き、顧客自ら作った「和装履き」を歩いて地元の観光地・信貴山を歩く他、陶芸
教室も開き地域の特徴を活かしたコミュニティ・ビジネスを提案したい。

෭学௕৆ ˔ྲྀ௨学Պ̏೥　　Լલਖ਼樹　　「ܳज़඼ϨϯタルαーϏス『アートωット』」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 営学Պ̏೥　　੺ా݈　　　「ちΐいϕル」ܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔ྲྀ௨学Պ̎೥　　দా୓࿕　　「『Ϩϯタルঢ়گ』イϯϑΥϝーシϣϯ」

৹査һಛผ৆

˔ྲྀ௨学Պ１೥　　઒ຊେஐ　　「カード式Ϩシート」
営学Պ１೥　　໺ౢকޫ　　「ฑを෇͚るスϙϯδ」ܦ˔
˔ྲྀ௨学Պ１೥　　લాߒଠ࿠　「$%検ࡧɾࢹௌαーϏスʙϛϡーδックɾチェッカーʙ」
Ұ࿠　「.POLFZ�.BNNZ（ϞϯΩーɾϚϛー）」ܟ学Պ̎೥　　ా中ࡁܦ˔
��営学Պ̏೥　　େஙব　　　「๚問ηールス͓断Γܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　௨ա人਺ࢦ定ΦートϩックηΩϡリテΟシステム」
学Պ̏೥　　ྛอ໌　　　「シートϕルトண用ϥϯϓ」ࡁܦ˔

学௕৆

ͼग़しαϙートʂݺ಺༏ඒ　　「පӃ଴合ࢁ　　学Պ１೥ࡁܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙϫイϠϨスࠎ఻導スϐーカーʙ」
病院での待合呼び出しは聞きとれなかったり、聞き逃してしまったりすることが往々にしてある。本企画
は、高齢者を中心に小型のワイヤレス式骨伝導スピーカーを、「呼び出しベル」として配布するというもの。
骨伝導スピーカーは耳に引っ掛けるタイプとすることで、呼び出し音の伝達を確実にする。高齢化社会に
おける必要性が、高く評価された。

෭学௕৆ ˔ྲྀ௨学Պ̏೥　　ౡాٱ　　　「シϛϡϨーシϣϯܕイϯターωットൢച
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙシϛϡϨーシϣϯɾクリック」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 「ちΐっとしたϓϥイϕート企ըαーϏスʠ%BZϓϥϯʡ」　　ࢠଜ७ށ　　営学Պ̎೥ܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

「ՋつͿしφϏήーシϣϯ」　　׮営学Պ̏೥　　Գຊହܦ˔

৹査һಛผ৆

「ຏきۺ๚問ֵ&(5」　　߂߁営学Պ１೥　　Ӝ্ܦ˔
Ұ　　「$A0$A（ങ͓͔っ）」ݠࠤ営学Պ̏೥　　੺ܦ˔
学Պ̏೥　　઒্࣎　　　「F�'BTIJPO�$IFDL」ࡁܦ˔
˔ྲྀ௨学Պ̏೥　　࡚҆༏　　　「݈ث߁۩の഑ૹϨϯタルαーϏスʙ͓ख݈ܰ߁.DPNʙ」
٢Ӭलஉ　　「Ґஔ͚んさくん」　　営学Պ̏೥ܦ˔

受 賞 作 品 一 覧

第
１
回
（
２
０
０
３
年
度
）

第
２
回
（
２
０
０
４
年
度
）

第
３
回
（
２
０
０
５
年
度
）

学௕৆

『ָཱྀ』」　　　学Պ̐೥　　઒্࣎ࡁܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　ʙʠύζルʡํ式によるΦリδφルཱྀ行ϓϥϯの作成ʙ」
インターネットのサイト上で、旅行先の観光名所などを「パズル」方式で選択設定し、オリジナル旅行プ
ランを作成するという企画。旅行当日は、携帯電話のWEB上で行き先案内や時刻表などをリアルタイム
で確認できる。

෭学௕৆ 「らʂ『#I0Ϩシϐ』͔׆͸৯生߁಄とମの݈」　　ࢠଜ७ށ　　営学Պ̏೥ܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ˔঎学Պ̎೥　　　಺౻ູٱ　　「৽しいϑΝッシϣϯ௨ൢʙαイζ適合と仮૝ࢼணʙ」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔঎学Պ̎೥　　　ӬҪय़߳　　「ಈըとリϯクするカタϩάൢചʙωット༥合カタϩάʙ」

৹査һಛผ৆
「いओもϖットと༊さΕようʙࣂϖットとҰॹにΤステʙ」　　࿬ઍࣿࣉ　　学Պ̏೥ࡁܦ˔
「アϑΟリΤイトαーϏス1ステーシϣϯܕ地Ҭີண」　営学Պ̏೥　　ᔹ೭্࿨ྑܦ˔
「をԋग़し·すʙײとҰॹにきͼͩんごʙϖットとのҰମݘ」　　営学Պ̏೥　　త৔ঘ໵ܦ˔

学௕৆

˔঎学Պ̎೥　　　Ѩ෦ࢵ໺　　「コϯϏχʙるࡿϨϯタルαーϏス」
ファミリーマートの発行するファミマカード会員限定で「傘」レンタルするサービス。カード会員は、
保証金として100円を払うだけで傘を貸し出しOK ！傘を返却することでファミマポイント100pt（１
pt＝１円）が戻ってきます。しかも、全国いつでもどこでも貸出返却可能。このサービスを取り入
れることでファミマカード会員の増加が期待できるだけでなく、地球環境問題への対応も行えます。
サービスを通して、顧客との関係性を深められるというメリットも。

෭学௕৆ ˔঎学Պ̏೥　　਺ాҁ೫　　「ϓチデβイφー4)01」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ˔঎学Պ̏೥　　ञҪٱ実　　「デートϓϥϯブックʙシークϨットϥブストーリーʙ」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔঎学Պ̏೥　　಺౻ູٱ　　「%SJWJOH�MFTTPO�GPS�XPNFO
　　　　　　　　　　　　　　　　ʙࢼ৐ंར用ϖーύードϥイόーࣨڭʙ」

৹査һಛผ৆

営学Պ１೥　　᛹ాప　　　「όーチϟルɾクϩーθット」ܦ˔
˔公ܦڞ営学̎೥　ࢬᖒ༝ར　　「ܞଳで『なΓたいࣗ෼』になるϝイク」
学Պ̏೥　　ໆ໦ਸޫ　　「ブϩάཹ学」ࡁܦ˔
「に『$.コール』ࠂ޿ͼग़しԻをݺ」　営学Պ̐೥　　ᔹ೭্࿨ྑܦ˔

学௕৆

˔঎学Պ̏೥　　　Ѩ෦ࢵ໺　　「23コードで୭でも΍さしいシϣッϐϯάʲ6/I230ʳ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙ6/I7&34A-�×�2VJDL3FTQPOTF�×�$-05)I/(ʙ」
洋服ショッピングでわからないことがあったら、タグについているQRコードをピピッ！商品情報＋αを
かんたん確認！携帯電話が自分専用のスタッフとなって、障がいのある人にもない人にも快適なショッピ
ングを提供♪

෭学௕৆ ˔঎学Պ̏೥　　　܂原߂फ　　「ॻ͚ルϯですʂ」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆

໻　　「ϓϩデϏϡー޺٠஑　　営学Պ１೥ܦ˔ .DPN
　　　　　　　　　　　　　　　　ʙアϚチϡア͔らϓϩアーテΟスト΁のొཽ໳ʙ」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔঎学Պ̏೥　　　ग़ւगֆ　　「&/+0:���௨ൢ-JGF�� ʙ௨ൢΦリδφル঎඼ࢼணαーϏスʙ」

৹査һಛผ৆
「でແྉ഑෍ϊートࡌ記ࠂ޿」　　ᡨ࢘ډ営学Պ̎೥　　౔ܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　Ֆྠ༗Ұ　　「ָしΊʙる੾ූ」
学Պ̏೥　　ҏ౻ޫฏ　　「αϯタで(0��」ࡁܦ˔

受 賞 作 品 一 覧

第
４
回
（
２
０
０
６
年
度
）

第
５
回
（
２
０
０
７
年
度
）

第
６
回
（
２
０
０
８
年
度
）
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学௕৆

ෆ合֨άッζシリーζ」　　࢙و学Պ̎೥　　ؒ中ࡁܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙຊؾの人Ҏ֎͸θッタイに使用しないでԼさいʂʙ」
常々思っていた、受験シーズンに流行る多数の「合格グッズ」。いずれも神頼みなど他力本願的なもので、
本当に効果のある物かどうか疑わしい。そこで「合格グッズ」に異を唱える形で生み出したのが「不合格
グッズ」だった。本当に合格するための物で、中途半端な気持ちで買うのは難しいだろう。

෭学௕৆ 「をඒしくʙ『ϙイϯト#09』ߍʙきちんとࣺてて学」　　学Պ１೥　　ฏా୓࢚ࡁܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆

˔঎学Պ̐೥　　　ग़ւगֆ　　「$43（খさなΩϟッϓでʂスϚイル૿΍してリαイクル��）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙΤコΩϟッϓアーテΟストが地ٿをসإにするʙ」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔঎学Պ̎೥　　　ਗ਼Ոຘ　　　「ϓリϯトらくらくΊくΕʙる」

৹査һಛผ৆
営学Պ̏೥　　Ԭຊྑհ　　「̎ஈ֊ҿྉਫ」ܦ˔
「性Խʙ『ాࣷ԰』׆ʙアϯテφシϣッϓで地ํ」　　࠸学Պ̏೥　　۲ాୡࡁܦ˔
「クϯࢭೋ౓৸๷」　　ຊཽଠࢁ　　営学Պ̏೥ܦ˔

学௕৆

˔঎学Պ̎೥　　　দଜਅ生　　「この͔ࡿったってʙ」
傘の内側にある開閉時にスライドさせる部分（＝下ろくろ）に付けた２つの突起を、人差し指と中指で引っ
掛け、柄の部分を身体に当てて引っ張ります。その結果、片手で閉じられるようになります。また、製作
については「平らな面と突起のある型に変えるだけ」＋「機械にたよらない手動」のためのコストが大幅
に抑えられます。

෭学௕৆ ˔঎学Պ̐೥　　　ଜ্公ن　　「5XJUUFS×8BJUFS」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 学Պ̎೥　　中੢໌　　　「なんでも΍るκーࡁܦ˔ ��খさな0ࣄ࢓,�」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

༞ᡨ　　「スタϯόーࢁ営学Պ̏೥　　ਿܦ˔ � ʙԿॴでもָʑ、૷ண式ཱࡿてʙ」

৹査һಛผ৆

「৔でάルϝ஫จシステムٿέータイで؆単ʂ໺」　　༤װ営学Պ１೥　　ന੉ܦ˔
˔঎学Պ１೥　　　中ڷ༟ਸ　　「『もうࣺてさͤ·ͤん��』コϯϏχห౰
　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙϐϐッʂとϝールでചΕ࢒Γθϩ΁ʙ」
学Պ̏೥　　Ѩ෦ཽ作　　「ALJZBEPࡁܦ˔ ʙۭきՈをར用した会һ੍ผ૳αーϏスのఏҊʙ」

学௕৆

ാխඒ　　「ύϑΥーϚϯスόー」؛　　営学Պ̎೥ܦ˔
このアイディアは、披露する場がないアマチュアパフォーマーをターゲットにしたビジネスです。客はバー
の食事代金500円につき１枚オリジナルコインがもらえ、そのコインをパフォーマーにチップとして好き
なだけ渡します。パフォーマーはもらったコイン１枚につき50円が食事代から割り引かれます。パフォー
マーには技術相応のチップが支払われ、向上心の向上になります。

෭学௕৆ େ　　「ཱྀ行なう」ݩ౻営学Պ̏೥　　ԕܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 学Պ̏೥　　࿨ా༔　　　「FZF๮」ࡁܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔঎学Պ̎೥　　　Ԭຊསࠫ　　「�00LDBM͓૯ࡊ԰さん」

৹査һಛผ৆

ଠ　　「タイムϩックʙ༠࿭にϩックを࣌ؒで։くৣʙ」ݐ営学Պ̎೥　　中ଜܦ˔
営学Պ̎೥　　ਧ্จԻ　　「༁あΓ৯材を૑作ྉཧにʙͲんな༁も素ఢに変਎ʙ」ܦ˔
「ʙつ͚たʡ͌ݟ࢈෎Γ͔͚ʠӅΕ໊」　　༞ᡨࢁ営学Պ̐೥　　ਿܦ˔
ΈんながよΖこͿʙ、ٿ໦૱　　　「ʙ人ɾ企業ɾ地ܡ　　学Պ̐೥ࡁܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　　『ϑリーϨϯタルαイクル』」

受 賞 作 品 一 覧

第
７
回
（
２
０
０
９
年
度
）

第
８
回
（
２
０
１
０
年
度
）

第
９
回
（
２
０
１
１
年
度
）

学௕৆

営学Պ̎೥　　　ా中৳զ　　「ணՐઢ߳」ܦ˔
着火線香とは、現在ある線香をより強固するため、圧縮加工・調合段階で固くする薬品を使うことで固く
した線香に、マッチの火薬の含まれた赤い部分を線香の片側先端に付け火がつけやすく、危険も少ない、
さらに使用しやすくした新しい線香です。

෭学௕৆ ാխඒ　　「ϙッϓコーϯブーέʙେ੾な人のେ੾な記೦೔にʙ」؛　　　営学Պ̏೥ܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ˔঎学Պ̎೥　　　　ྛѥ༞ඒ　　「いいとこいっͺいいしきΓん͔るた」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

営学Պ̐೥　　　େ੢ࣣ੉　　「イϠϗールδϟϯクしΐん」ܦ˔

৹査һಛผ৆
営学Պ̎೥　　　௕࡚༔　　　「ドアϊブカϥーアート」ܦ˔
˔঎学Պ̏೥　　　　ਫ原य़Ղ　　「ઈܠ��༦ম͚Ψイドブック」
˔঎学Պ̐೥　　　　ࣉ੢࿨໵　　「3FNBJOT༡Ԃ地જ入πアー」

企業৆

˔঎学Պ̎೥　　　　ۚాྒฏ　　「なくしてもݟつ͔る૒ࢠストϥッϓ」
˔公ܦڞ営学Պ̎೥　দҪาඒ　　「5IBOLZPVNBNB�Ωット」
「ଳカόーܞんΘΓと೏いのする;」　　学Պ̎೥　　　ീ໦༗人ࡁܦ˔
˔公ܦڞ営学Պ̎೥　࡚ࢁେ　　　「ϫイϠークϥϑト૊ཱΩットʙָしくリハϏリʙ」

学௕৆

˔঎学Պ̏೥　　　Ԭຊསࠫ　　「脂๱もコストも೩ম��ϑΟットωスクϥブ」
これは利用者の運動量に比例して割引額が増えるシステムを導入したフィットネスクラブです。利用者の
努力次第で月会費額を減らすことができるため、フィットネスクラブの主な退会理由である「お金がかか
る」「モチベーションが続かない」等の不便・不満点を解消することができます。そして発電型フィット
ネスマシンや太陽光発電の利用によって、電気代の削減だけでなく売電収益を得られ、経営可能とさせる
ことができます。

෭学௕৆ 学Պ̐೥　　　ྛྰԝಸ　　「ハϯζϑリーങい෺カΰ」ࡁܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 「ϫッϖϯޫܬΦシϟϨ」　　学Պ̐೥　　　ా୅ᠳଠࡁܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

「ύーΩϯάࠂ޿」　　学Պ̎೥　　　ยԬ௕঵ࡁܦ˔

৹査һಛผ৆

˔঎学Պ１೥　　　　ޱࢁҁ೫　　「トϥイくんとϓリクϥࡱΖうʂ」
営学Պ̎೥　　　ଂԼਅඒ　　「ϩέット໖๮」ܦ˔
「৔޿Εあいɾϖット;」　　営学Պ̏೥　　　中੢݈࿕ܦ˔
学Պ̐೥　　　໺ాক　　　「ʙ8PSME$IJQTࡁܦ˔ ʙ」

企業৆ ˔公ܦڞ営学Պ̎೥　中ຊྑً　　「βάβάシアター」
「ʙ܅ϥクϥクϓϥάʙテϥシー」　　ଟ޾営学Պ̏೥　　　ੴాܦ˔

受 賞 作 品 一 覧

第
1�
回
（
２
０
１
２
年
度
）

第
11
回
（
２
０
１
３
年
度
）
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学௕৆

「ॻき用δάιーύζルͤدܕϥάϏーϘール」　　学Պ̐೥　　　ా୅ᠳଠࡁܦ˔
ラグビーボール型の立体的な３Ｄジグソーパズルです。ただ作って完成のパズルではなく、文字を書くこ
とができ、寄せ書きをしてプレゼントすることができます。使用方法は、まず、プレゼントする人はパズ
ルを完成させて、みんなで寄せ書きを書きます。そして、またばらばらにして箱に戻し、プレゼントしま
す。プレゼントしてもらう人は、そのジグソーパズルを組み立てながら、寄せ書きがどんどん見られるよ
うになっていき、完成させると、すべての寄せ書きが見られるということです。ただ単に色紙に書いて渡
すのでは面白みがないが、この商品の利点は、プレゼントする人もしてもらう人も楽しめ、良い思い出作
りができる点です。

෭学௕৆ 「ઐ用カーφϏंܕେ」　　ޛ営学Պ１೥　　　ҏूେܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ˔঎学Պ̏೥　　　　ࡾҪࢠل　　「ϚδカルˑΩϟリッϓʙߚޱが͓ちないʙ」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔঎学Պ̏೥　　　　ࡔຊୡ໵　　「Ոࣄっࢠʙࡼચいฤʙ」

৹査һಛผ৆

˔঎学Պ１೥　　　　౉ᬒѮ　　　「らくらくコーデΟωートアϓリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙఱؾに合Θͤたࣗ෼͚ͩのணճしज़ʙ」
˔公ܦڞ営学Պ̏೥　େ୩஌໵　　「ϥϯφー用チϟリテΟーࣗൢ機」
˔঎学Պ̏೥　　　　٢ాࠫ৫　　「ࠨखよごΕー͵」
「܅る·ࢭϥクϥクચ୕όαϛ」　　営学Պ̐೥　　　ా中৳զܦ˔

企業৆ 学Պ１೥　　　ྛً　　　　「スクϥム࡙くらむʙՖԂのՖを࡙͔ͤようʙ」ࡁܦ˔
「ҭてハϯΨーʙஏ͔ͣしがΓ΍なಈ෺たちに෰をʂʙࢠ」　　営学Պ̐೥　　　ా中৳զܦ˔

学௕৆

˔঎学Պ̎೥　　　Ӆ樹ਅ༝ࢠ　「するっと」
私がこのアイディアを思いついたのは、保育園のボランティアをしたときです。自分で靴を履きたいけど
まだ手が小さくて履けない、履けたけど左右を逆に履いているというところに着目しました。子どもの上
靴についているタグに「するっと」をつけるだけで誰でも簡単に靴を履くことができます。ひっぱる部分
には、今人気のキャラクター、無地の物、色が分かれている物など使う人によって使い分けできるように
したいです。この商品の一番の目的は子どもの自立性を高めることです。この商品が商品化され多くの人
に広まってくれることを期待しています。

෭学௕৆ ˔঎学Պ̐೥　　　　ਫ原य़Ղ　　「目ඪୡ成カ΢ϯター ��」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ˔঎学Պ̏೥　　　　ฏಕ༎๬　　「らくらくϓϥάʙԣฒͼコϯηϯトରԠܕʙ」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

「ୡ成ா（͓ख఻いா、ࣗशா、ダイΤットாなͲ）」　　ج営学Պ１೥　　　౻઒ޭܦ˔

৹査һಛผ৆

「AEWFSUJTFカϑェ」　ج営学Պ１೥　　　௕୩઒༤ܦ˔
˔঎学Պ１೥　　　　ҴԬอ।　　「目֮·しෲרき」
『ॴܜٳύύの』」　อར༐ଠٱ　　　学Պ̎೥ࡁܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙୀ۶͔らՈ଒でָしくシϣッϐϯά΁ʙ」
「ϗームϖーδܕ஌৽จԽ৘ใൃ৴ނԹ」　　ࡀ営学Պ̎೥　　　ਗ਼ਫઍܦ˔

企業৆ େ　　「ϑタがύζルになってるห౰ശ」ܓാߴ　　　営学Պ１೥ܦ˔
੩Ի　　「Ի量調અイϯターϑΥϯ」ޱ営学Պ̎೥　　　ඉܦ˔

受 賞 作 品 一 覧

第
12
回
（
２
０
１
４
年
度
）

第
13
回
（
２
０
１
５
年
度
）

学௕৆

˔঎学Պ１೥　　　　ݹ઒੖加　　「ごΈも͸いる΍ん」
たくさんの人が、外出先で飴を食べた時、ごみを捨てるためにごみ箱を探したり、カバンのポケットにし
まうと思います。それでは、ごみ箱を探すのが面倒、ポケット内でごみが散らばるという問題があります。
それらを解決するのが「ごみもはいるやん」です。大きい飴の袋を中央で縦に仕切り、２つポケットを作っ
たものです。片側には飴を入れ、もう片側には食べた後のごみを入れることができるという商品です。

෭学௕৆ 「ϘタϯʙࢭېΆちっとなʙෆ৹ऀ৵入」　　ر学Պ１೥　　　໦ଜ༗ࡁܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 「ブϥシちΌ͔ちΌ͔ࣃ」　　࠸学Պ̎೥　　　中Ԭஐࡁܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

営学Պ̎೥　　　ᚸುས೫　　「ϙέット෍ஂカόー」ܦ˔

৹査һಛผ৆

「ΤコύッΩϯ「ストッύーくん」」　　رঘాࠇ　　　営学Պ１೥ܦ˔
「ʙついたてスタϯドʙ」　　ࢠ学Պ１೥　　　௕ᖛཧࡁܦ˔
BEF�JO�+BQBO�QBQFS.」　　ج営学Պ̎೥　　　౻઒ޭܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙࢴのՄ能性で฻らしを๛͔に（౦ೆアδアฤ）ʙ」
˔公ܦڞ営学Պ̐೥　໺ా݈人　　「ચうこといらない�0ճ使えるസ」

ΦーデΟΤϯス৆ 営学Պ̎೥　　　ᚸುས೫　　「ϙέット෍ஂカόー」ܦ˔

˞企ը৆֘౰アイデΟアແしɻ

学௕৆

「ࢠͲもҜࢠ৔ॴをऔらないॠؒ૊Έཱて」　　ج営学Պ̏೥　　　౻઒ޭܦ˔
瞬間組み立て子ども椅子とは、平らな段ボールを組み立てて子ども用の椅子を作るというアイディアです。
また、このアイディアの最大の魅力は組み立てた椅子を平らな段ボールに戻すことができるため、場所を
とらないということです。瞬間で組み立てることができ、仕組みもかなりこだわったことで私も立てる
ほどの強度にすることができました。また、段ボールなので子どもたちが自由にお絵かきできるなど、独
創性を伸ばすことができます。

෭学௕৆ ˔঎学Պ̎೥　　　　ݹ઒੖加　　「؈たんਫ෼カッター」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ˔公ܦڞ営学Պ̎೥　଍ཱժ生　　「όϯデϥイζスカϥシッϓʙʠ生֔ۚ༥ڭҭܕ঑学ۚʡʙ」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔঎学Պ̎೥　　　　஥୩さくら　「Ϛトリϣーシカドアストッύー」

৹査һಛผ৆

「ΓがΘ͔るアルϛϗイル࢒」　　ش学Պ１೥　　　ฏాರࡁܦ˔
「ϥクϥク$VU」　　ދًޱࡕ　　　営学Պ１೥ܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　　੨໺ӳੈ　　「あΓがとう༿ॻ（ଃΓ෺のडྖऀのศརアイテム）」
˔঎学Պ̎೥　　　　ਿӜਖ਼໻　　「断ઢしにくい܅」

企業৆
「ϓϥΰϛϙイ」　ࢠ営学Պ̏೥　　　ԣҪ࡙樹ܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　　಺ඌܒଡ　　「Ϩϯチ式ドϥイόー」
営学Պ̎೥　　　֯ా཮ଠ࿕　「ஈϘールೣδム」ܦ˔

ΦーデΟΤϯス৆ 「ࢠͲもҜࢠ৔ॴをऔらないॠؒ૊Έཱて」　　ج営学Պ̏೥　　　౻઒ޭܦ˔

受 賞 作 品 一 覧

第
14
回
（
２
０
１
６
年
度
）

第
1�
回
（
２
０
１
７
年
度
）



�� ��ᶄୈ��ճçେ঎େϏδωεɾΞΠσΟΞίϯςετ

学௕৆

˔公ڞ学Պ１೥　　　ᖒଜ஌ࣿ　　「3FUVSO�PG�UIF�-JDFOTFカード（3-カード）」
RLカードは、高齢者が運転免許を自主返納した際にもらえるICカードです。多くの機能を持ち、
高齢運転者による交通事故数を減らし、さらに、高齢者の社会的孤立といった２つの大きな社会問
題を解決に導きます。地域通貨がポイントになり、地域のコミュニティ限定で使えるようにするこ
とで、地域活性化に貢献します。自然とコミュニティ参加を促し、高齢者は地域社会との繋がりを
持つことができ、心身の健康をもたらすことで、将来的には、医療介護費用など国の費用を抑え、
現代世代の健康保険の保険料が減るといった三方よしのサービスです。

෭学௕৆ ເւ　　「『Ϛϯスリーɾデイ#PY』.POUIMZ�%BZ�#PY」ాߴ　　　営学Պ̎೥ܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 営学Պ̏೥　　　দӜྯະ　　「Ίくるクルϯ」ܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

΍ւ֎のඈ行機でもୀ۶しない$$-」　　ج営学Պ̐೥　　　౻઒ޭܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　çムーϏー์ݟ題ିग़タブϨット」

৹査һಛผ৆

ଠ੣　　「៉ྷな෹۩にʜສ能ϩ΢、ઢ߳औΓ」ޱ学Պ̎೥　　　੢ࡁܦ˔
「ࡎஈϘールணՐ」　ԼᰜҰ࿕ٶ　　　営学Պ̎೥ܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　　෋࢜ຊ൏ݾ　「͓͔えΓチϟイム」
˔঎学Պ̏೥　　　　ݹ઒੖加　　「液ମ߳Γ·ઐ用ごΈା」

企業৆
˔঎学Պ̏೥　　　　ਿӜਖ਼໻　　「いつでも෼͔るਫ量ϝーター」
˔঎学Պ１೥　　　　ງ೭಺ܙཨ　「औΓ෇͚Ψーϝϯトόッά」
「Φーダϝイド׹ಈ෺のೲ」　　྄　地ܣ　　　営学Պ̐೥ܦ˔

ΦーデΟΤϯス৆ ˔公ڞ学Պ１೥　　　ᖒଜ஌ࣿ　　「3FUVSO�PG�UIF�-JDFOTFカード（3-カード）」
「ࡎஈϘールணՐ」　ԼᰜҰ࿕ٶ　　　営学Պ̎೥ܦ˔

学௕৆

ԼᰜҰ࿕　「Ώでたこ଍コϯηϯト」ٶ　　　営学Պ̏೥ܦ˔
ゆでたこ足コンセントの目的は、色によって危険度を可視化することで配線器具による火災を予防する意
識を向上させることです。この商品の特徴は２つあります。１つ目は火災の危険度に合わせて色が変化す
ることです。通常は白色ですが、40℃に達すると黄色に、火災の危険が非常に高くなる50℃に達すると赤
色に変色します。２つ目は、シールタイプを採用することです。シールタイプを採用することにより、既
存の電源タップにも使用可能であり、安価で提供することが可能です

෭学௕৆ するシステムࢭを๷ډ学Պ１೥　　　ُ໺　ۭ　　「ҿ৯ళの௕ࡁܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「あいてんで��」ʠAI5&/%&��ʡ」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 営学Պ̎೥　　　֞ຊ෨߳　　「͓し΅Γηルϑ23システム」ܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

「ϕルトέースܕϝδϟー」　　営学Պ̎೥　　　಺౻࡙འܦ˔

৹査һಛผ৆

ຊಸಹඒ　「ブϥイϯドシェルϑ」ڮ　　　営学Պ̏೥ܦ˔
˔঎学Պ̐೥　　　　ݹ઒੖加　　「クリッϓなのに�� ��8BZスタϯドクリッϓ」
˔঎学Պ̐೥　　　　ߴ໺༗ས　　「ೣよ͚シートカόー」
ᔹगᣦ　　「୨変えຊ୨」ؠ　　　営学Պ̏೥ܦ˔

企業৆ ˔公ܦڞ営学Պ̐೥　ాࢢ୎ւ　　「最ڧʂ࠲った··でԿでもとΕーる๮ʂ」
「にࢠʂஈϘール͔らҜܗ変」　ԼᰜҰ࿕ٶ　　　営学Պ̏೥ܦ˔

ΦーデΟΤϯス৆ ԼᰜҰ࿕　「Ώでたこ଍コϯηϯト」ٶ　　　営学Պ̏೥ܦ˔

受 賞 作 品 一 覧

第
16
回
（
２
０
１
８
年
度
）

第
1�
回
（
２
０
１
９
年
度
）

学௕৆

「೶クシϣϯ�OPV�DUJPO」　　ߚ営学Պ̏೥　　　੢୩ඒܦ˔
農クションは、「農作物に付けられている価格が労働と見合っていない」という考えから生まれました。
そこで、生産プロセスも開示すれば生産者の顔が見える販売だけでは伝わらない作業やこだわり、自然か
らの影響などが消費者にもわかってもらえると思いました。アプリ上に生産者が生産プロセスや販売商品
のデータをアップロードし、消費者に閲覧してもらい購入を促します。流通経費や価格決定権、チップ形
式で支援出来たりと工夫しました。

෭学௕৆ ˔঎学Պ̏೥　　　　അ৔ਅҰ　　「.Zイϯιール」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ଠ੣　　「૟き૟আならこΕҰຊʂϚルチ΄うきʂ」ޱ学Պ̐೥　　　੢ࡁܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔公ܦڞ営学Պ̐೥　ࢁຊ༟و　　「スϚートリϡック」

৹査һಛผ৆

ΊઌのΦϑΟスにۈ৓༑ण　　「スーπ͓༬͔Γさんʙࠓ　　　学Պ̐೥ࡁܦ˔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スーπを༬͚る෱རް生αーϏスʙ」
「ハϯΨーܕলスϖースでʂ力࣋ちόϨリーφ」　　学Պ̏೥　　　৿ా෣߳ࡁܦ˔
「もこΕを࣋て͹ΈんなΦシϟϨʂࣄ࢓もߍ学」　　࠼ౡૣ܂　　　営学Պ̏೥ܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　　ಙా༟ೋ࿠　「ωζϛܕৼಈブβーϚ΢ス」

企業৆ 「ϨδାちΌんܕଳܞ」　　ҍҖ౻ࠤ　　　営学Պ̏೥ܦ˔
˔公ڞ学Պ１೥　　　׈઒༤ج　　「Ϛスク๨Εをղফສ能Τコόック」

˞৽ܕコϩφ΢イルスのӨڹによΓແ٬؍で։࠵したҝ、ΦーデΟΤϯス৆のબग़͸あΓ·ͤんでしたɻ

学௕৆

˔঎学Պ̏೥　　　　ۄҪསॹ　　「スリムϗルダー」
私の考えた「スリムホルダー」は、ネックレスを絡まらないように収納し、持ち運ぶことが出来る薄型の
ケースです。特徴は絡まらないことと、薄くてかばんに入れやすいことの２点です。革生地の展開など色
や素材にもこだわって販売します。そして、ネックレスを着用する年代は様々なので、年齢層ごとの4P戦
略で販売方法を変えて提供します。また、需要幅拡大の為、男性にはギフトでの販売も行います。環境に
も優しい、多くの人を幸せにすることが出来る商品です。

෭学௕৆ 「用ηルϑϨδڙࢠ」　　営学Պ̏೥　　　໺中ຑ൲ܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ Ԭେ樹　　「҆৺ɾ҆શɾ͓ಘにຊをങえるアϓリ」ࢁ　　　学Պ̏೥ࡁܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

営学Պ̏೥　　　໺中ຑ൲　　「๷൜஬আ͚ブβー」ܦ˔

৹査һಛผ৆

զًཽ　　「Ϛ΢スϚϗέース」ٱ　　　学Պ̎೥ࡁܦ˔
「アϓリ߁の҆શをकる݈֗」　　学Պ̎೥　　　Ӊ໺༏ًࡁܦ˔
ѪՂ　　「�8BZ�Τコόッά」ݹࠤ　　　営学Պ̎೥ܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　　ా中͔のん　「DVTUPNόッά」
「େ঎େ×͓ห౰『঎ちΌんห౰』」　　ت営学Պ１೥　　　੨໦େܦ˔

˞企業৆֘౰アイデΟアのબग़͸あΓ·ͤんでしたɻ
˞৽ܕコϩφ΢イルスのӨڹによΓແ٬؍で։࠵したҝ、ΦーデΟΤϯス৆のબग़͸あΓ·ͤんでしたɻ

受 賞 作 品 一 覧

第
1�
回
（
２
０
２
０
年
度
）

第
19
回
（
２
０
２
１
年
度
）
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学௕৆

˔঎学Պ１೥　　　　৿ຊ౎生　　「くるっͺクリッϓϘード」
私のアイディアは既存のクリップボードに新しいアイディアを追加したものです。既存のクリップ
ボードは紙を裏返す際、クリップから紙を外し裏返さないといけません。そのため必ず両手を使わ
ないといけず、さらにクリップを外す時、下に重ねてあった紙がズレたり落ちたりします。私のア
イディアはクリップが180度回転します。回転することにより、片手で素早く紙をクリップから外
さずに裏返すことが出来ます。これにより紙を気軽に両面使用することもでき、SDGsにも繋がり
ます。

෭学௕৆ ˔公ڞ学Պ̎೥　　　ా中　ᠳ　　「らくらく͓ༀ͹こ」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ˔঎学Պ̎೥　　　　ޱࡕངւ　　「઎いϖϯ」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔঎学Պ̏೥　　　　༗լ༐ਅ　　「୩Ԭ記೦ؗϨトϩ٤஡」

৹査һಛผ৆
学Պ̏೥　　　ӬҪ༘ൕ　　「୤͛ない、௧くない、अຐしないώールカόー」ࡁܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　　ޱࡕངւ　　「すっΆΓJO（スッϙリϯ）」
˔公ڞ学Պ１೥　　　ޱࢁ᪃ཹ　　「ගஔきˍϘトルચࡎऩೲܕόスチェア」

企業৆ 営学Պ１೥　　　൧ాேཅ　　「�XBZ౿Έ୆#09」ܦ˔

ΦーデΟΤϯス৆ ˔঎学Պ̎೥　　　　ޱࡕངւ　　「すっΆΓJO（スッϙリϯ）」

学௕৆

˔঎学Պ̐೥　　　　ۙࠨのͧΈ　「ચう࣌にศརʁʂਫ௓Ͷしない͓ۄ」
「洗う時に便利？！水跳ねしないお玉」は調理器具を洗う人を対象とした商品です。従来のお玉は
カーブしている所に水が当たると、外に向かう水の勢いを抑えるものがなく広範囲に水が跳ねてし
まいました。しかし、「水跳ねしないお玉」はお玉の中央部分から外側に向かって三重の凹凸が付
いていることで、水の勢いを抑えることができ、水が跳ねにくくなります。また、３重の凹凸が目
盛りとなっており大さじ１、大さじ２、１/4カップの３種類の計量をすることができます。

෭学௕৆ ՚　　「ͲこでもごΈ͹こ」࠼ా౻　　　営学Պ̐೥ܦ˔

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ᠳେ　　「खॿ͚ドア」ޱס　　　営学Պ̏೥ܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

˔公ڞ学Պ̎೥　　　ࡾ୐Ѫະ　　「�XBZ�ϐϯηットɾトϯά」

৹査һಛผ৆

˔঎学Պ̎೥　　　　ਇ　ඒӋ　　「ܕऔΓԼෑき」
ᠳଠ　　「όスۭ੮ؙΘ͔Γシステム」ాח　　　営学Պ̏೥ܦ˔
૵ເ　　「҆຾できるωックϐϩー」ࢁ営学Պ̐೥　　　খܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　　༄ᖒ࠸ࢤ　　「ປ変਎カόー」

企業৆ 「らないʙࠔあってもݸଟ機能クリッϓʙԿ」　　୓ຎݩ学Պ̏೥　　　૔ࡁܦ˔
「ຊઐ用ຊ୨（仮শ）ݿจ」　　学Պ̎೥　　　ඌా߽ଠࡁܦ˔

ΦーデΟΤϯス৆ ՚　　「ͲこでもごΈ͹こ」࠼ా౻　　　営学Պ̐೥ܦ˔

受 賞 作 品 一 覧

第
2�
回
（
２
０
２
２
年
度
）

第
21
回
（
２
０
２
３
年
度
）

受 賞 作 品 一 覧

学௕৆

営学Պ̎೥　　　େ੢႒՚　　「ఈ։きՖළ」ܦ˔
アイディア名は、「底開き花瓶」です。この商品は、名前の通り、“従来の花瓶の底が開く”という
とてもシンプルな商品です。この商品を考えたきっかけは、母親が「底が開く花瓶とかはどう？」
と言ってくれたのがきっかけでした。その理由が、生け花を家で飾っていて、そのお花から「洗わ
ないことによる悪臭」・「花瓶の底に溜まったぬめり」があったからです。そこで、考えたのが、底
が開くことによって、洗うこともでき・ぬめりも解消できる「底開き花瓶」です。

෭学௕৆ ˔঎学Պ̏೥　　　　৿ຊ౎生　　「શ໘อܕޢブックカόー」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ ˔঎学Պ̎೥　　　　ਫ࣌༏੟　　「඼੾Εใࠂシステム」

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

「くんࢹ目」　　営学Պ̐೥　　　দຊ　཮ܦ˔

༏ल৆

˔঎学Պ̎೥　　　　工౻ޞՖ　　「Ωϟリーέースとѹॖାが合ମ �」
˔঎学Պ̎೥　　　　中ଜगՖ　　「Ұ人でϑΝスφーを্͛らΕるϕルト」
˔঎学Պ̎೥　　　　੢ଜ໌೔߳　「์ΓࠐΈϨシートϘックス」
˔公ڞ学Պ̏೥　　　ޱࢁ᪃ཹ　　「ສ୅ϑードΪϟϥリー」

企業৆ 「で使えるΩϨイϘトル·ޙ最」　ཡ௕ଠܚ営学Պ̎೥　　　ਸ਼ܦ˔
˔঎学Պ̏೥　　　　ງ಺ஐو　　「ສ୅ϑードΪϟϥリー」

ΦーデΟΤϯス৆ ˔঎学Պ̎೥　　　　ਫ࣌༏੟　　「඼੾Εใࠂシステム」

学௕৆

˔঎学Պ̎೥　　　　ߴԬ޲Ѯ　　「カϞϑϥーδϡચ୕ωット」
「カモフラージュ洗濯ネット」とは、男性物の服の形をした洗濯ネットです。
この製品は「女性が、安心・安全にベランダに洗濯物を干したい」というニーズに応えた商品です。
洗濯物を干す際に、カモフラージュしたい服の上にかぶせて使用します。そうすることで一見、男
性物の服を干しているように見え、洗濯物で女性の一人暮らしだと分かりにくくなります。ニーズ
に応えるため、洗濯物をカモフラージュしながら、品質を担保して、安全に外に干すことを実現さ
せる」商品を考えました。

෭学௕৆ ˔঎学Պ̐೥　　　　৿ຊ౎生　　「;む΍つ」

౦େࡕ঎工会ٞॴ
会಄৆ 「カϛιリࣈ5I（タイ）」　　ଠ߁໦ࢢ　　　営学Պ̏೥ܦ˔

/10๏人
౦େࡕ地Ҭ׆性Խ
௕৆ࣄཧߏԉ機ࢧ

営学Պ̏೥　　　૿໺ιϑΟアඒӋ　「のΓがいらないʂシールでషる͚ͩシート」ܦ˔

༏ल৆

˔঎学Պ̏೥　　　　੢ଜ໌೔߳　「くるっとҹؑέース」
営学Պ̏೥　　　෱ຊ୓実　　「「πイϯζɾスϓϨー」」ܦ˔
˔঎学Պ̎೥　　　　౬ᖒ　ᖕ　　「ϕルトΩーϓクリッϓ」
˔঎学Պ１೥　　　　౉ᬑཨԦ　　「「あΓえ΁んʂ」௒チーζห౰」

企業৆ 営学Պ̎೥　　　ฏԬཾ໵　　「トリϓルΨード」ܦ˔
ຊ༏人　　「なんでもॻ͚るϗϫイトタϯス」ࡕ　　　営学Պ̎೥ܦ˔

ΦーデΟΤϯス৆ 「カϛιリࣈ5I（タイ）」　　ଠ߁໦ࢢ　　　営学Պ̏೥ܦ˔

第
22
回
（
２
０
２
４
年
度
）

第
23
回
（
２
０
２
５
年
度
）
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国を越え現地の方と心を通わせることによって、いつまでもあせることのない思い出と人間関係を築き、
その国の良さを知り、同時に日本の良さにも気づく研修としました。

海外ビジネス研修（2025 2.13 ～ 2.16 台湾・台北市）の事前学習として、台湾からの留学生
との交流・語学学習、台湾関連のDVD鑑賞、担当教員から台湾の歴史等のレクチャーを開催し、
台湾との関係づくりと深い交流につながるきっかけづくりとして実施しました。

期間：2025年 2月13日（木）～ 2月16日（日）

海外ビジネス研修 事前学習

●現地で活躍する企業を視察する ●各日の担当がリーダーシップを発揮し、その日の活動をコーディネートする
●現地の大学生とスポーツや学外散策を行い交流を図る
●ホームビジットを行い、その国の生活を学び、人との交流を図り、異国での人間関係を構築する
●研究機関を視察し、現地で活動されている方から活動内容を聞き交流を図る

関西国際空港 12:45発

桃園国際空港 15:00着

午前:フリータイム

桃園国際空港 14:20発

関西国際空港 17:50着

午前：Brothers & Sistersプログラム、台北市内散策
午後：X-Park(桃園)館内見学・交流会

日本で30年以上にわたり水族館を運営

してきた横浜八景島が作った台湾では

初となる「都市型水生公園」

台湾人学生と市内散策 大商大への元交換留学生たちと夜市散策

一般家庭へのホームビジット

午後：街並み散策

九份

四四南村 (台北) 

中正記念堂（台北）

現地で活躍する日本人との交流

午前：ホームビジット（基龍）

午後：工業技術研究院見学と交流（新竹)

文史館 見学 (台湾の技術史のガイドツアー)

展示館 見学 (最新技術のガイドツアー)

交流会

工業技術研究院

街並み散策

X-park見学

産業科技国際策略発展所
日本産業研究組 組長 何佳娟 氏

台湾横浜八景島股份有限公司
飼育部動物展示経理 竹中良太 氏

創英文教股份有限公司

Country Manager 鈴木大知 氏

【講師】
ネイティブ講師
【日程】

10月 31日（木）
11月 14日（木）
11月 28日（木）
12月 5日（木）
12月 12日（木）
11：00～14：00

【場所】
リアクト1階 i-CALL

or 2階ワークショップエリア

【第1回】
2024年11月21日（木）12:20～12:50

海外ビジネス研修について
（概要・期間・内容・海外旅行傷害保険等）

【第２回】
2025年1月29日（水）15:15～16:00

海外ビジネス研修での行程説明と役割分担
海外ビジネス研修後について

【講師】
深沼先生
【日程】

1月10日（金）18：00～18：40
【場所】

リアクト1階地域交流ルーム1
【内容】

台湾の歴史について
報告書の作成について
事前準備物確認

交流会

【Chinese Café】開催日時
11月12日（火）12：20～12：50 中国語の数字
11月26日（火）12：20～12：50 台湾のじゃんけん
12月 3日（火）12：20～12：50 動物の中国語
12月17日（火）12：20～12：50 よく見かける

ブランドの中国語
場 所 リアクト1階 i-CALL

【Cebu Café】開催日時
11月 6日（水）13：00～14：30、16：20～17：50
11月20日（水）13：00～14：30、16：20～17：50
  1月10日（金）10：40～12：10、13：00～14：30

16：20～17：50
場 所 リアクト2階

【日時】
平成26年1月10日（金）18:00～18:40

【場所】
リアクト1階地域交流ルーム1

【内容】
台湾の歴史について
報告書の作成について
事前準備物確認

交流会

2025年2月13 ～ 16日に開催された海外ビジネス研修（台湾）に参加された、

水時優聖さん（3年 商学科）、大西凛華さん（3年 経営学科）、森本都生さん（4年 商学科）

からご報告いただきました。現地での貴重な経験を在学生にも共有し、海外に興味を持っ

ていただくきっかけとして開催いたしました。

なお、報告会の運営は、学生運営委員が担当いたしました。

イベントの郵便番号、
都道府県、市区町
村、番地

8 月 20 日 | 12 AM

イベントの郵便番号、
都道府県、市区町
村、番地

8 月 20 日 | 12 AM海外ビジネス研修

報告会

2025. 07.17 (木) 12：20 ～ 12：50

場所：ユニバーシティホール蒼天

プログラム １．開会

２．海外ビジネス研修概要説明・報告者紹介

３．報告

４．質疑応答

５．トークセッション

６．閉会

学生運営委員

【１年生】太田みさえ(経済学科) 川端彩日(経済学科) 二反田結衣(経済学科)

服部茉莉奈(経済学科) 藤田雪華(商学科)

【２年生】八木結愛(商学科) 松尾直樹(公共学科)

【３年生】新免怜奈(経営学科) 長光萌(商学科)

【４年生】阿部萌霞(経営学科)

第22回

大商大 ビジネス・アイディア コンテスト
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་൒་؈ジ؂ス・アイ׼ィアרンテストの௻೸ල௮と֩るファイナル・ステージのࢪࢥはՒॺภؒתー״ー
㕱㕰኎֋பփました。 ౜会・ステージؓ؂ジؖント・ᅳൠ式の့ࢪࢥՒ቎ᄮではՒ౩փׇׁ֩׈փイレؚף
。ー֩ഞ጖ಈにׁՒጜ֠ཧփ֥ॺภた֠で対ࣤしました؞

またՒ12ଈ㕱㕳႘に開催֔׋たզ๺ேஸ့ॺ஑؈ジ؂スアイ׼ィアங౤ࣆէのࢪࢥにׁૢ׉׎ました。

学生運営委員×

令
和
７
年
10

月
25

日
（
土
）
開
催

ௗႩဗרンテストಐのࢪࢥのዻ౤

ॺภࡿ࡙ࢪࢥൾऴ

ຳ஽૪ࢪॺᆪ૪ࢪॺऎ ４Ⴉ

ࠬᆪ ሚद֔ג

ຳ஽૪ࢪॺᆪ૪ࢪॺऎ 3Ⴉ

ශኘ ፳ၼ֔ג

ຳ஽૪ࢪॺᆪ൒ॺऎ 2Ⴉ

ᄄ木 ଅג֔࠮

୰੢ॺᆪ୰੢ॺऎ 2Ⴉ

൪ᅐ ྞ೩֔ג

ຳ஽૪ࢪॺᆪ൒ॺऎ 3Ⴉ

ྙ୯ ሚ֔ג

ຳ஽૪ࢪॺᆪ൒ॺऎ 1Ⴉ

ဿဂ ๋ञ֔ג

૪అॺᆪ૪అॺऎ 1Ⴉ

๖༾ ఀ日֔ג

૪అॺᆪ૪అॺऎ 1Ⴉ

໤ဂ גև֔֔־

૪అॺᆪ૪అॺऎ 1Ⴉ

ᆴᆪ Ჷ᳕ၼ֔ג

૪అॺᆪ૪అॺऎ 1Ⴉ

ႏᄗဂ ଅג֔ࡩ

࠙アイ࢕ࢹアㄌ生ࡽ࠿商ရ໬ࡲでの経㐣ࠚ

2023年 10 ᭶ 28日 ➨ 21 ᅇ大商大ビジࢫࢿ・アイ࢕ࢹアࢫࢸࣥࢥト 学長㈹ཷ㈹

2023年 11 ᭶ 20日

ࡏओとᡴྜࢬイࣝ࢟ッ࣐ࢫ

・ᕥ㏆ࢇࡉが市ሙㄪᰝをሗ࿌（௚♫᝟ሗ⏬ീከᩘ・౯᱁・ᮦ㉁な࡝）

・ᙧ≧ࠊᮦ㉁な࡝の᳨ウをጞࡵる

2024年 2 ᭶ 6日 㹼 8日
➨ 97 ᅇᮾிイࣥターࢠ・ࣝࢼࣙࢩࢼフト・ࣙࢩー᫓ 2024

ヨ作ရを展示しࣖࣄࠊリࣥグㄪᰝをᐇ᪋

2024年 4᭶ 㹼 6᭶ 〇ရᙧ≧Ỵᐃにྥࡅてヨ作ရを作ᡂしࠊ水はࡡのຠᯝをᐇ㦂

2024年 10 ᭶ 㹼11᭶ 〇ရ໬にྥࡅてࣃッࢣージ᳨ウ

2024年 12 ᭶ 11日

㹼2025年 1 ᭶ 24日（45日㛫）
ᾏእࢡラ࢘ドフࣥ࢕ࢹࣥ࢓グ（kickstarter）

2025年 1 ᭶ 1日
日本経῭新⪺♫ 日経 MJ 正᭶≉ู⦅㞟「関西が࠸ࢁࡶ࠾を作る」に࠾

るࢀࡉがᥖ㍕「⋣࠾࠸ࡃにࡡ水のは」ࠊて࠸

2025年 2᭶㹼 ᴦኳ市ሙで商ရの発኎㛤ጞ

࠙新⪺・ࣞࢸビ␒組➼で⤂௓ࡲࢀࡉしたࠚ

◇新聞◇

2025 年 1 月 1日 日本経済新聞社

日経ＭＪ 正月特別編集「関西がおもろいを作る」

2025 年 2 月 18日 MBS ラジオ AM1179

「ヤマヒロのぴかッとモーニング」

  2025 年 2 月 22 日 日本経済新聞プラス１

お役立ちグッズ」

  2025 年 4 月 14 日 ZIP キテルネ

  

「水のはࡡに࠾࠸ࡃ⋢」 大㜰商業大学

                                                                                                                                                              

  

大ଚૹ業大学の્౦教୘であるକ業教୘の঳୭として開催していますَ大ૹ大ビジネス・॔ॖディ॔コথॸストُにउいて、

੕়৽੾学৖ૹ学ఐ 4年ం੺のझाさ॒(2024年 3月෮業)学শ賞をਭ賞、ୖ ਻઀୹企業のスঐॖঝय़ッ६⌆と連௚しૹષ৲に

िけઊ়せ、市ৃ৹ਪを৽て、َ ਷のमबにくいउ௣ُとしてૹષ৲が実現しました。

この॔ॖディ॔を生ा出した৽ૌとして、ੇ ఔएるाでਖ਻઀ંからਖ਻のੰৠ策を生ा出したੇఔভ৮のோ૔がありました。

ం੺さ॒のउྲྀさ॒がੇでੇ事をしている時にउ௣からの਷मबで๲സをቨらすといअਂ೶を前رから૎गていて、઀੧したこ

とから઩まりました。そのੰৠ策として、਷のિいを೪えるたीにउ௣のೲを਴એにしたり、᏾ᐄをહけたりして、ੇఔで実ୡ

を೷りନし、生ा出されたのが০৚のૹષです。
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学生のアイディアから生まれた

がスーȑーȞーǱットɢˊでᝤ٥٥

新Ꭵ、テȬビ・ラジǪဪኵሁでも紹介されましたᲛ

Ū 2025年1月 1 日 日本経済新Ꭵᅈ 日経᳇᳄ ദ月ཎКዻᨼž᧙西がおもǖいを˺ǔſ

Ū 2025年2月18日 MBSラジǪAM1179žȤȞȒロのƽかッとȢーニングſ

Ū 2025年2月22日 日本経済新Ꭵプラス１žおࢫᇌƪグッǺ 水ៃƶのおपみᚐෞſ

ŪŪ 20252025年年年4年4月月月141414日 日本テȬビ日本テȬビZIPZIPžǭテルネのコーȊーſ

ŪŪ 20252025年年年4年4月月月171717日 ᛠ٥ᛠ٥KODOMOKODOMO新ᎥžなにǘのǨジǽン木ҾさんにዓけᲛ新ᎥžなにǘのǨジǽン木ҾさんにዓけᲛ新ᎥžなにǘのǨジǽン木ҾさんにዓけᲛ

ᒉきႆ明ܼたƪſᒉきႆ明ܼたƪſ

Ū 2025年5月29日 ൑日新Ꭵž生෇̝МグッǺ開ႆſ

大᧵商ಅ大学のཎᑥ૙ᏋでƋǔឪಅ૙Ꮛのɟ࿢として開催してい

まƢž大商大ビジネス・アイディアコンテストſにおいて、ዮӳ経

営学部商学科4年߼ᡈのƧみさん(2024年3月ҡಅ)が学長ចをӖ

ច。ᛢ᫆੩̓˖ಅのスȞイルǭッǺȻとᡲઃし、商Լ҄にǉけた৙

ӳƤ、ࠊ場ᛦ௹を経てž水のはƶにくいおྚſとして商Լ҄され、

大商大ビジネス・アイディアコンテスト

Ū 商Լӕৢࡃ Ū

,ࡃӂࣂ ɶࡃ᧵ݱ, ,ࡃ଀ࠋ ,ࡃ҅ࠈ

ニトȪȢールி大᧵ࡃ, 森ඕϋࡃ
の 6 ᑄࡃ

においてᛢ᫆੩̓˖ಅでもƋǔスーȑー

ȞーǱットのɢˊでᝤ٥されǔƜとになǓ

ました。

࠙アイ࢕ࢹアㄌ生ࡽ࠿商ရ໬ࡲでの経㐣ࠚ

2022年 10 ᭶ 29日 ➨ 20 ᅇ大商大ビジࢫࢿ・アイ࢕ࢹアࢫࢸࣥࢥト ᑂᰝဨ≉ู㈹ཷ㈹

2023年 2 ᭶ 21日 ࣐ツࢲ⣬工業ओ➨㸯ᅇヨ作ရ᏶ᡂ

2023年 4 ᭶ 6日 ➨㸯ᅇᡴྜࡏ 市ሙㄪᰝሗ࿌（౯᱁・ᮦ㉁・௚♫ẚ㍑➼）

2023年 5 ᭶ 18日 ➨ 2 ᅇᡴྜࡏ

2024年 2 ᭶ 22日
➨ 3 ᅇᡴྜࡏ ヨ作ရ౑⏝࣏ࣞートをሗ࿌

       （౯᱁ᖏࠊ㈍኎ඛࠊ㈍኎᪉ἲࠊヨ作ရの౑⏝≧ἣ➼）

2024年 3᭶㹼8᭶ ౑⏝⣲ᮦの᳨ウ

2024年 9 ᭶ 13日㹼12᭶ 10日 大㜰商業大学㝃ᒓᗂ⛶園でヨ作ရの௬౑⏝

2024年 12 ᭶ 16日 大㜰商業大学㝃ᒓᗂ⛶園でのアࣥࢣートㄪᰝሗ࿌

2025年 3᭶ 13日 商ရྡの᳨ウ・Ỵᐃ 商ရྡ：ࢫ۞ےںライドࣗࢩーࢬラッࢡ

2025年 3᭶ 商ရの㈍኎をỴᐃ

アイ࢕ࢹアの最大の≉ᚩで࠶るࢫライドし横ᖜをㄪᩚできるࡇととࠊ

⣲ᮦが࣎ࣥࢲーࣝで࠶るたࠊࡵ⎔ቃにࡶඃしࢥ࢚࠸な商ရですࠋ

     

                                                                                                                                                                

⋇ଚઠ፴ਲ岿峽�SSW
x

     

                

大ଚૹ業大学の્౦教୘であるକ業教୘の঳୭として開催していますَ大ૹ大ビジネス・॔ॖディ॔コথॸストُにउいて、
੕়৽੾学৖ૹ学ఐ 4年ଚઠ፴海さ॒(2025年 3月現૔)ଟਪ員્શ賞をਭ賞した॔ॖディِ॔すっ़り in（スッポリথ）ّ म、
ୖ਻઀୹企業のঐツダ౛ੵ業⌆と連௚し、ઊ়せ、市ৃ৹ਪを৽て、ૹષ੡ِےں۞スছॖॻシগー६ছックّとしてૹષ৲が実
現しました。
このِےں۞スছॖॻシগー६ছックّとम、ྕがスছॖॻすることにより१ॖ६૗ಌが૭ચな、ダথ঎ーঝଲのシগー६ছッ

クです。この॔ॖディ॔のਈ大の્ඉम 2つあり、ڭつ৯मྕをスছॖॻさせ、૯்を৹තすることができるのでスঌースに়
わせてਝ઼することができます。ڮつ৯मৣ೛੔や಼૩時のೂ୔ਚ等でもઞ৷でき、ダথ঎ーঝଲのたीఀಣも容ಔでग़コなૹ
ષであるといअওリットがあります。
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ဴ時学生であった左近のƓみዻ�ຳ஽૪ࢪ学ᆪ商学ऎ2024年3ଈ卒業�が考案したアイディアから商品
「水のはねにくいſઈ」をล作したᎌૢ企業であるスȉイルǘǮズӔ๔ኃ取࿙役ମ೙ཌྷዻをſ૸えし、高
஑生たちに大ఙ商業大学の特න教ࡱである਍業教ࡱの一ৄとして取組んでいる大商大ビジネス・アイディ
アコンテストでの商品化プȘǛȔムについて୤っていただきました。
トーǚセǮǢȒンでは、左近ዻƭはコンテストに応募しようと思ったきっかけ、アイディアを考案すると
きの苦労、一ᎌの取組みによって成長できたこと့を୤っていただきました。スȉイルǘǮズӔ๔ኃ取࿙
役 ମ೙ཌྷዻからは、቎コンテストの取組みで感じられたこと、左近ዻとの商品化の取組みでࡽඉにౖった
こと့を୤っていただきました。

ĩ０ĩĪ年度 卒業生の左近さんが大商大ビジネス・アイディアコンテストを通じ

て取り組んだ商品開発の૪ଫと、その過程で得た学びや成長についてൾऴする。

学生のアイディアが実఑に商品化されるまでのၗのりと、企業側とのᎌૢがいか

に学生の力をࢂき出すかが୤られました。

「第21回大商大ビジネス・アイディアコンテスト」

学長賞受賞

௬ઝ

ମ๔ኃ

アイディアを考えるときに一番苦労したのは、便利な商品や既に多くの困りごとが解決され

ているという現状でした。そのため、新規性や独創性のあるアイディアを出すのはとても難

しかったです。それでも、「自分が普段感じているちょっとした不便さ」に注目し、誰かの

役に立つかもしれない視点を見つけようと工夫しました。

大商大ビジネス・アイディアコンテストは私たちにとって商品開発のきっかけとなっていま

す。毎年約８００件から１,０００件の応募がある中で、私たちが気づいていなかった視点

やポイントを学生たちが捉え、新商品の提案をしてくれます。商品開発の最初のきっかけや

狙うジャンル、いろいろな市場のニーズや困りごとに気づかせてもらえるので、大変ありが

たい存在です。主催者側の仕組みが長期的にしっかりしていて、教職員との関係も良く、企

業として取り組みやすい雰囲気があり、私たちも積極的に次々と商品を生み出そうという気

持ちになることができる良いコンテストだと感じています。

௬ઝ

ମ๔ኃ

ファイナル・ステージで多くの観客の前で発表するにあたり、特に力を入れたのは商品の良

さをいかにアピールできるかという点です。自分のアイディアに自信がなければ、その良さ

は相手に伝わらないと感じました。セミファイナル・ステージに進んでいく中で、アドバ

イスをいただいた方に「自分のアイディアに自信がなければ商品のアピールはできない」と

言われ、その言葉を聞いてから自分の考えに自信を持つことができました。また、試作品も

自分で作り、その特徴である「水がはねにくい」という点を動画を通して説明し、視覚的に

わかりやすく伝えました。いろいろな説明の方法があると思いますが、コンセプトを明確に

試作品もできていたため、参加者や審査員に商品の良さを理解してもらえたと思います。

左近さんのプレゼンは説得力がありました。特に、試作品が完成度高く仕上がっていて、

さらに動画でもその特徴を的確に伝えられていたことが素晴らしかったです。普通

はこの段階で動画まで作れる学生は少ないのですが、左近さんはそこまで仕上げていたた

め、開発期間が大幅に短縮でき、商品化までスムーズに進みました。一般的には1.5倍〜2

倍の期間がかかるため、学生が卒業してしまうことも多いのですが、今回は特例的に早く

進みました。

௬ઝ

商品開発では、アイディアを形にする過程で何度も試行錯誤がありました。自分のイメージ

通りに試作品ができなかったり、思わぬ課題が出てきたりするたびに、その都度改善策を考

えることが大切だと実感しました。完成までに時間もかかりましたが、諦めずに挑戦し続け

ることで、自分の考えが具体的な形になっていく楽しさを感じることができました。
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௬ઝ

ମ๔ኃ

商品開発で一番気をつけているのは、ǚレームが出ない商品かƞうかです。

ᄦპଢ଼に苦ගが多く৳せられてしまうと、それは大きなኴ題です。また、

඾にౚっていただけるかƞうか、৭଩な商品ではないかという点ࡊ・๺ࡊ

もᅋඛにഓጅ視しています。अ६็࿊についても市場で੡ຮできる࿪ฝな

პཏを見極めるᅢጅがあります。そして一番大切なのは「௭ᇠ化」です。

今までにない特徴があるか、そしてその特徴が൯ᅉ者にとってት力的かƞ

うかがპれるかƞうかの大きなポイントになります。今回の「水がはねに

くい」という特徴は໢にないものであり、動画でその良さが説得力をもっ

て伝えられたことが最大の決め手になりました。左近さんは試作品をよく

作り௔み、説得力ある動画を作っていたため、通ඛ1.5倍から2倍かかる開発

期間も短縮できたのです。

今回の取り組みを通してコミȐニǜーǢȒンႷ力が大きく成長したと思い

ます。大学生ঊでは学生၍ౠや๐ეとのやりとりが中඾ですが、このコン

テストを通じて企業の方や๐生方なƞೂव෗の方とไする৿वがໃえたこ

とで、ೂव෗になってからも役立っています。ೂव෗になると年上の方と

Ꭽす৿वが多くなり、ࡨ縮しがちですが、この૪ଫがあったので自信を

持ってไすることができています。

௬ઝ

ମ๔ኃ

私は現在、൚პ業のスーǼーȉーǜǮトで။いていますが、቎ೂに商品開発のᆪ኷もあります。今回のコンテストで得た૪ଫをঊかして、൙጖

的には商品開発の分ኾに進んでみたいと思っています。቎学では「やるかやらないかኒったらやる」という言葉が伝えられてſり、Ǭャレンジ

したい学生を౫えてくれる๐生方が多いので、何ಈも積極的に挑戦できる良いৄ੩であったと思います。

大商大ビジネス・アイディアコンテストは、学生๺員が参加できるプȘǛȔムであり、挑戦を通して学生の成長が目に見える形で感じられます。

೨業だけではなく、こうした実๯的な૪ଫができるのはこの大学の特徴であり、ᅋඛにት力的です。私たち企業も学生と੢に取り組Ƶ中で、1年

から1年ᄖưƞでೂव෗と໴့にᎭせるように成長していくዻ౤を見ています。この૪ଫを通じて学生には自信をつけてưしいと思います。༶ဴ

の๐生方や職員の方々のࣽかい応࣍もあり、多くの学生がተ໑して卒業していくのを実感しています。私もこの取り組みに参加して12年になり

ますが、቎ဴに良かったと思っています。ƑƧ多くの学生が参加し、商品開発にǬャレンジして自分の成長につなげてưしいと思っています。

左近さんも今回の૪ଫで自信をつけ、今ଢ଼のঊ዆を大いに期໸しています。

ମ๔ኃ

一番大ಈなのが「௭ᇠ化」です。今までの商品にない特徴がこの商品の中にあるかないかが

პれるかƞうかの大きな分৴点になりますし、なſかつその商品の特徴について、みんなが

「ግしい」と思えるような௭ᇠ化ができているかƞうか、そこがഓጅなポイントです。

今回の「水がはねにくい」という点は໢にはなく、動画でも説得力があり、そこが商品化ƭ

と進んだ最大の決め手となりました。

水のฒいをጌえるためにſઈの࿌をᇓኜにしたり、ၨ࣠をᆋけたりして、ऌ໖で度ഓなる実ଫ

をૅりᇪし、生み出されたのが今回の「水のはねにくいſઈ」です。቎商品はſઈのၾ側に独

自のኟዻを入れ、๞う時の水はねをଲ少させるという商品です。課題提੝企業のスȉイルǘǮ

ズӔとᎌૢし、1年程度の時間をጅして商品化され、楽࿵市場でᄦპがౡまりました。

商品ൾऴ

水のはねにくいſઈ

商ᆀँƠƵƆƛƣ૪थ

2023೧
10݆ ॺྙ賞 受賞

༌21ष ་൒་؈ジ؂ス・アイ׼ィアרンテスト
ファイナルプレゼンテーション ॺྙ賞受賞

スȉイルǘǮズখಠवೂ ๔ኃ取࿙役

ମ ೙ཌྷ

1993年௖より20年間で生ঊにቹཧした自ೂ商品

を800アイテムưƞ開発ᄦპ

大ఙ商業大学 ຳ஽૪ࢪ学ᆪ 2024年3ଈ卒業

௬ઝ ƣƓƴ

2023年度 ༌21回 大商大ビジネス・アイディア

コンテスト学長ඊ೥ඊ

໫஽֚開始
౦඘ྔ௮をሇெ（໢社ගሇबໂ・अ६・ఔಱ့）
૛ඡ・ఔಱ֩֨のଙ၀開ౡ

2023೧
11݆

؆ッケージଙ၀ ลᆀँに୶け؆ッצージଙ၀
2024೧

10ʛ11݆

ץンט׼ファン׾כラפ
12/10⿤1/23（45႘間）
ॆ॒クכ؞ドファン׼ィンץ（kickstarter）

2024೧
12݆ʛ1݆

ᄦპ開始 ॼ࿵౦඘でᄦპ開ౡ
2025೧
2݆ʛ

コミȐニǜーǢȒンႷ力が

大きく成長したと思いますj
商品開発にǬャレンジして

自分の成長につなげてưしいですj

༌97षဪੜイン״ーナシ؜
ナル・ףフト・シ؜ー ണ2024

ಀ作ᆀを࿶ಘしՒ؇ؙリンྔץ௮を実施
2024೧

2݆

౗ዻのଙ၀開始
ลᆀ૛ඡଂ࿊に୶け֥ಀ作ᆀを作成
෯は֬の୲ऐを実験

2024೧
4ʛ6݆




